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一、本文の主旨について
『琉球館訳語』に実録きれた十五世紀頃琉球王府所在地首里の言葉の漢字音記を逐一に
解読する。首里語資料を引用して、音記漢字の明代発音と合わせ、琉球音・中国語音の対音
を再現する。
二、『琉球館訳語』の版本について
ロンドン大学本は原本とし、阿波国文庫本（阿波国本と略称）・稲葉君山本（稲葉本と
略称）・台湾本は校本とし、三種の校本は諸本とも通称する。校本の正しい用字によって原
本の錯訓を訂正する場合がある。
三、音記の引用資料について
琉球各方言の差が大きいから、首里語以外の琉球方言資料は引用しない。同じ首里語資
料でもできるかぎり時代早く、音記されたものを使う。主要な首里語論著は『海東諸国紀所
載の古琉球語の研究一語音翻訳釈義』（『伊波普猷全集』第四巻P47-122)、『校註琉球戯曲
集』（『伊波普猷全集』第三巻)、『標音校註琉歌全集總索引』（清水彰1984年)、『沖縄語辞
典』（国立国語研究所、1967年)、『図説沖縄語辞典』（中本正智1981年)、『浦添・小湾方言
辞典』（法政大学沖縄文化研究所小湾字誌調査委員会1995年)、『琉球方言辞典』（中松竹雄
1987年）などである。貴重な歴史文献『おもろきうし』に『おもろきうし辞典・総索引』
（仲原善忠・外間守善1967年）と『おもる鑑賞一琉球古謡の世界（連載第１回一第１００
回)』（中本正智比嘉実クリス・ドレイク）両書を参考する。日本本土語の方は主に『邦
訳日葡辞書』（土井忠生など編訳、1980年）を引用する。必要な所に引用書のページ番号も
取入れる。
四、明代官話音について
『琉球館訳語』における音註漢字の発音は明代官話音で、当時の北京官話に近い。解読
文に解読音と対照する語音は北京官話音を代表する徐孝の韻図『重訂司馬温公等韻図経』
（1606）と韻書『合併字学集韻』（1606）の音である。
五、音記符号について
国際音聲符号で統一に音記する。
項目の後に←→の前後の［］内は明代（北京）官話音と解読音である。
－８６－
Hosei University Repository
各引用書に使われた音記符号は互いに異なるから、引用文の後の（）内に＝で国際音
聲符号と対照して統一きせる。
量琉球館訳語、に記録きれた琉球（首里）語は音韻変化の原因で現代首里語と違う所が
多い。その変化を（）内の←で表明する。
●明代琉中対音資料の中の主要な対音法則は以下である。(一)、子音：、（琉）←→、（中）
､←→、ｒ←→ｌ①←→ｆｈ←→ｈｔｓ、。z←→ts、ｔｓ’ｓ、ｚ←→ｓｔＪ、。S←→t'６，ｔ§、ｔＪ、
tJ′Ｊ－６，Ｊ５←→Z、５ｐ、b-p、ｐ′ｋ、９，？←→k、ｋ’（二)、母音：ａ←→a、Ｅｉ、ｙ、ｊ
←→ｉｕ、ｗ、ｖ←→ｕｅ←→e、Ｅ、ｉｅｏ←→ｏｕａ←→ｕａ短音、長音←→長短音区別なし
(三)、子音音尾：-ｍ、-,,-9←→-ｍ、-,,-0（混同)、－７（促音）←→無い（入聲)。
詳細なことについては拙著『琉漢対音与明代官話音研究』（中国社会科学出版社１９９５
年２月）にご参考下きい。
一天文門
1．天甸尼［tienni］←→［tenni］
おもろさうし「天てに｣。おもる鑑賞.（第４回）はこう解釈する。
「天」は字音語t'ienを移入したもので、平仮名で「てに」と表記されている。現
代久米島方言でティンニというところをみると、どうやら「天」はテンでなく、テン
ニの形で移入したらしいのである。一五○一年に建立きれた「たまおどん」（玉御殿、
玉陵）の碑文の末尾に「このかきつけそむくんあらぱ、てんにあをぎ、ちにふしてた
たるべし」とある。「てんにあをぎ」は「てんに（天）を仰ぎ」と解きれるから、当
時、天をテンニといっていたことが確かである。とすれば、ここでの「天に」は助詞
「に」がついたのでなく、テンニ（天）を表記したと解きれる。
「テンニ」はｔｅｎｎｉと読むべきである。
２．日非禄［fueiru］←→［①iru］
日、白日、昼。おもろさうし「昼ひる｣、日葡辞書・琉歌全集（355）・琉球戯曲
集（95）「昼firu」（f＝①)。沖縄語辞典（774）「昼hwiru」（ｈｗ＝①ｗ)。
３．月都及［ｔｕｋｉ］←→［ｔｕｋｉ］
おもろきうし「月つき｣。語音翻訳（84）「月tsbdki｣。日葡辞書「月tCuqi」
（tFts、ｑ＝k)。沖縄語辞典（732）「月Cici」（Ci＝tsi←tsu、ｃｉ＝tJi←ki)。対音字
「都」から見ると、ｔｓの古音ｔは未だ保留している。
4．風哺集［k'atsi］←→［kad5i］
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おもろきうし「風かぜ｣。日葡辞書「風（カゼ）caje」（c＝k、ｊ＝d5)。語音翻訳
（79）「風ｋ'adji」（dji＝d5i←d5e)。琉歌全集（321）・琉球戯曲集（31）・沖縄語辞
典（656）「風kazi」（z＝d5)。琉球方言辞典（388）「風kad5i｣。
5．雲姑木［ｋｕｍｕ］←→［ｋｕｍｕ］
おもろさうし「雲〈も｣。琉歌全集（327）・琉球戯曲集（56）・沖縄語辞典
（674）・琉球方言辞典（387）「雲kumu」（mu←mo)。
6．雷刊毎那立［kanmueinali］←→［kamminari］
日葡辞書「雷caminari」（c＝k)。沖縄語辞典（660）「雷kaNnai」（N←ｍｉｉ←
ｒｉ)。第二音節子音、‐の影響で第一音節の音尾に添音-ｍが有る。
7．雨聴'Ｕ［kamis］←→［?ａｍｅ］
おもろきうし「雨あめ｣。日葡辞書「雨ａme｣。沖縄語辞典（622）「雨？ａｍｉ」
（7a←a、ｍｉ←me)。対音字「Ｕ」の主元音は「e」であるのによって第二音節の母音
は「e」と読むべきである。
8．雪由乞［ｉａｕｋ'i］←→［ｉｕｋｉ］
語音翻訳（78）「雪yuki｣。沖縄語辞典（805）「雪’juci」（c＝tJ←k)。
9．星波失［puo6l］←→［poJi］
おもろきうし「星ほし｣。沖縄語辞典（783）「星husi」（hu＝⑪u←のo、ｓ＝J)。
対音字「波」から見ると、①の古音ｐは未だ保留している。
10．霧乞立［k'ili］←→［kiri］
日葡辞書「霧（きり）qiri」（q＝k)。沖縄語辞典（670）「霧ciri」（c＝tJ←k)。
11．霞科立［k'uoli］←→［ko:ｒｉ］
雷、ＪＩＫ（ひょう）の事。日葡辞書「１２ｋ（コヲリ）couori」（c＝k)。沖縄語辞典
（681）「lZkkuuri」（uu＝u:←o:あるいはouo)。対音字「科」はko,ｕｏ二音節に相当
しなく、単音節のｋｏ:と読むべきである。
12．霞波得那［puotEna］←→［ｐｏｄｅｎａ］
琉球語大辞典（112）「フデイー音を伴はない稲光｣。オキナワ語小辞典（66）「電
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うで￣)。沖縄語辞典（214）「hudiie稲光。いなずま｡」（hu＝①ｕｉｉ＝i:)。対音字
から見ると、未だｐｏｄｅ:と読むはずである（PC→①o→①ｕまたはｐｏ→pu→①u、。e：
→｡i:)。
「那」は「､a」で未明。驚嘆を表す終助詞かもしれない。
13．霞／rI1壼尼［kok'ａｎi］←→［ｋｏ９ａｎｉ］
おもろきうし「黄金こがれ｣。おもる鑑賞（第67回）は「黄金花の咲きよれば
（一五九)」の「あかるいのこかねあなこかねはなのきき」について下のように解釈
した。
「あな」（穴）とは地中にあるニライカナイからの出口であって、「てだがあな」
（太陽の穴）と称した。ニライカナイは精霊のみなぎっている聖地でもあるから、美
称辞を冠して「こがれあな」（黄金穴）ともいった。朝焼けの黄金色をイメージきせ
てくれる表現となっている。朝日の出る光景を「あけもどろのはな」（明け斑ろの花）
と表現している。曙光が東の空を焦がしはじめ、やがて海面を朱に染めて水平線上に
浮上し、燦然と輝きはじめるあの南国の太陽この情景に畏怖を感じ、感嘆しながら
「こがれはな」（黄金花）ともいっている。
中本先生は「こがれあな」の「こがれ」が美称辞と主張きれた。若しこの「こが
れ」は「てだがあな」の「てだ」（太陽）と意味相近すれば「琉球館訳語」の「霞」
（朝焼け）と読み方が合う。
「十噛尼」は朝焼けの色を指す可能性も有る。
「十噛尼」は「こかね」（ｋｏ９ａｎｅ）の訳音で、「尼」はｎｉ（､i←､e）と読む。
14．霜失莫［§ｌｍｕｏ］←-＋［Jimo］
おもろきうし「霜しも｣。語音翻訳（77）「霜shimu」（sh＝Ｊｍｕ･-mo)。沖縄
語辞典（700）「霜simu」（s＝J、ｍｕ←mo)。
15．今日交珪［kiauua］←→［kidua］
日葡辞書「今日（キヨウ）qi6」（q＝ｋ６＝o:)｣。語音翻訳（83）「今日ky6」（ｙ６
＝io:)。沖縄語辞典（669）「今日cuu」（c＝tJ←ｋｕｕ＝u:←o:)。
畦は「ua」と読み、係助詞である。語音翻訳（59）「wa」は「主格を表す」とある。
16．起風哺集福禄姑［k'atsifuku］←→［kad3iのｕｋｕ］
哺集（風）は第４と同じである。
おもろさうし「吹<ふく」。琉歌全集（355）「吹〈 fuku」（f＝①)。沖縄語辞典
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(774）「吹<hucuN」（h＝①、ｃ＝tJ←k、ｕＮ動詞終止形)。
「禄」（lu）は第１９，２０「福禄」の影響で蜜入した桁字と思う。
17．天陰甸尼奴姑木的［ｔｉＥｎｎｉｎｕｋｕｍｕｔｉ］←→［ｔｅｎｎｉｎｕｋｕｍｕｔｉ］
甸尼（天）は第１と同じである。
語音翻訳（76）「天陰了tlnkumutI｣。沖縄語辞典（675）「曇るkumujuN」OuN、
終止形)。
「奴」は係助詞の「の」（､u）である。語音翻訳（73）「面紅tsdhranuakaesa」
は「顔が赤い」の意味でnＭの）は「が」と相当する。
18．天晴甸尼奴法立的［tienninufariti］←→［ｔｅｎｎｉｎｕ①ariti］
甸尼（天)、奴（の）は第17と同じである。
語音翻訳（76）「晴fariti］（f＝①)。琉球戯曲集（147）「晴れてfariti」（f＝①)。
19．下雨聴也福禄［k'ａｍｉｅｆｕｌｕ］←→［?ａｍｅのuru］
他本に「臆」の前「失莫」という桁字がある。聴也（雨)、第７と同じである。
おもろきうし「降るふる｣。日葡辞書・琉歌全集（356）「降るfuru」（f＝①)。
20．下雪由乞福禄［ｉｅｕｋ'ifulu］←→［ｉｕｋｉ①uru］
他本に「由」の前「失莫」という桁字がある。
由乞（雪）と福禄（降る）はそれぞれ第７，２０と同じである。
21．明日阿者［at6E］←→［atJia］
おもろさうし「明日あちや｣。語音翻訳（84）・琉歌全集（309）・琉球戯曲集
（32）「明日acha」（cha＝tJia｣。沖縄語辞典（618）「明日？aca」（?a←a、Ｃａ＝
tJia)。
22．昨日乞奴［k'ｉｎu］←-＋［kinu(:)］
日葡辞書「昨日（キノウ）qin6」（q＝k、６＝o:)。琉歌全集（325）・琉球戯曲集
（308）「昨日chinu」（ch＝tJ)。沖縄語辞典（667）「昨日cinnu」（c＝tJ、‐ｎは添
音)。
23．風雲曜集科立［k'atsik'uoli］←→［kad3iko:ｒｉ
噛集（風)、科立（電）はそれぞれ第４，１１と同じである。
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24．露禿有［t'uiau］←→［tuiu］
おもろさうし「露つゆ｣。琉歌全集（343）・琉球戯曲集（29）「露tsiyu」（i←u)。
沖縄語辞典（735）「露Ciju」（Ci＝tsi←tsu←tu)。対音字「禿」から見ると、第一音
節古音ｔ未だ保留している。
二、地理門
25．地只尼［t611ni］←→［d5ini］
おもろさうし「地ぢ｣。語音翻訳（86）「地dji」（｡』＝｡S)。琉歌全集（341）・琉
球戯曲集（76）「地ｊｉ」（j＝d5)。沖縄語辞典（728）「地zii」（zii＝d3i:)。
「尼」は、iで格助辞「に」の発音と思う。
26．±足只［tsut6l］←→［tsutJi］
原本「足」は「是」に間違えた。他本によって訂正した。陳侃『使琉球録』・請崇
業「使琉球録｣、『日本館訳語』にもすべて「土足只」とある。
おもろきうし「土つち｣。日葡辞書「土tCuchi」（t9＝ts、ｃｈ＝tJ)。沖縄語辞典
（145）「戊（土のえ）Cicinii｣、Ｃｉｃｉ（Ci＝tsi←tsu、ｃ＝tJ）は土の発音である。
27．江密乃度［minaitu］←→［minatu］
他本に「密」は「蜜（､i)」とある。
対音字によると、「江」（川）の発音ではなく、「港」を記音している。おもろきう
し「港みなと｣。琉歌全集（361）・琉球戯曲集（282）「港minatu｣。沖縄語辞典
（792）「港Nnatu」（'N←mi)。
28．河哺畦［k'ａｕａ］←→［ｋａｕａ］
おもろさうし「１１１かわ｣。琉球戯曲集（76）「川kaua｣。浦添・小湾方言辞典
（74）「川蟹ｋａ:gani｣。ｋａ:は川（かわ）の発音で、第二音節のｕａがａに変化し、
第一音節の長母音になった。
29．海烏□［ｕｍｉＥ］←→［ｕｍｉ］
台湾本「□」は誤字「七」とある。
おもろさうし「海うみ｣。琉歌全集（315）・琉球戯曲集（146）
（636）「海umi｣。
第二音節のｉ音はｉｅに対音きれ、ｉよりやや広いのＩであると思う。
沖縄語辞典
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30．山亜馬奴［ｉａｍａｎｕ］←→［ｉａｍａｎｕ］
おもろきうし「山やま｣。日葡辞書・琉歌全集（365）・琉球戯曲集（53）「山
yama｣。沖縄語辞典（803）「山jama」（j＝i)。
「奴」（､u）は格助辞「の」である。沖縄語辞典（756）「の（助詞）-ｍ｣。琉球方
言辞典（400）「の（格助詞連体格）、u｣。
31．水民足［mintsu］←→［mindzu］
おもろきうし「水みず｣。琉歌全集（361）・琉球戯曲集（171）「水mizi」（zi＝
d5i←dztil←dzu)。沖縄語辞典（790）「水ｍｉ９ｉ」（?i＝dzi←dzuMzu)。対音の「足」
から見ると、母音は未だ「u」になっている。子音も硬口蓋歯茎破裂摩擦音。Sでは
なく、歯間破裂摩擦音。zである。
第二音節燭子音｡zの影響で第一音節の音尾に添音－，が有る。
32．沐姑亦立［kuli］←→［kuri］
第１１「電科立」と音義同じであるが、既にｋｏ:はｋＵに変化した。
「亦」（i）はｕ:とｒの間の過渡音である。
33．路密集［mitsi］←→［mitJi］
他本に「密」は「蜜」（､i）とある。
おもろきうし「道みち｣。琉歌全集（361）・琉球戯曲集（37）「道michi」（ch＝
ｔＪ)。沖縄語辞典（791）「道mici」（c＝tJ)。
34.石亦石［i６１］←→［iJi］
おもる言うし「石いし｣。琉歌全集（311）・琉球戯曲集（30）「石ishi」（sh＝
川沖縄語辞典（627）「石？isi」（?i←i、ｓｉ＝Ji)。
35．井亦聴珪［ｉｋ'ａｕａ］←→［ｉ９ａｕａ］
原本と他本「畦」は「卿」（ra）であった。珪陣Ｉの字形近く、『日本館訳語』によっ
て訂正した。
おもろきうし「井戸力､わ｣。琉球戯曲集（130）・沖縄語辞典（630）「井戸
kawa｣。日葡辞書「井側i9aua」によると、ｉがある。
36．壇那別［napis］←→［kabe］
塙、壁のこと。日葡辞書「壁cabe」（c＝k)。琉歌全集（323）・沖縄語辞典（659）
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「壁kubi」（u←a、ｉ←e)。「那」（､a）はｋａの子音合わなく、八重山・奄美などの
方言にぎ、げが､iまたは、になる現象がある（中本正智先生『琉球方言音韻の研究』
p393に参照）が、ｋａがｎａになる音変あるかどうか未だ問題に残る。第49の第三音節
も同じく那（na）とｋａ対応する。
37．城邊係au］←→［Siau］
日葡辞書「城（ジヤウ）１６」（16←Siau)。高橋俊三教授『おもろきうしの国語学
的研究』第二章「音韻詳論」（43）「しかし、正しい表記の例が多いし、ａｕがo:に音
韻変化する現象が生じていないので、完全には変化していなかったのであろう｡」お
もろきうしの表記は『琉球館訳語』の音訳と一致する。
38．泥十口禄［komiElu］←→［kｏｎ(､)eru］
泥、動詞、泥で塗る。日葡辞書「控ねるconeru」（c＝k)。「□」が「ね（ne)」と
対音するのは琉球語な行音のま行音への変化する現象を反映した。おもろきうしに
「な」は「みや」に、「あまにこ」は「あまみきよ」Ｉこの音変例が有る（『おもろきう
しの国語学的研究』p62に参照)。奄美の与論島・沖永良部島・奄美大島に「二の子
音がｍになる」例も多い（中本正智先生『琉球方言音韻の研究』p397に参照)。その
中に「[Jimi］（死ね)」という例は「口（mie)」、e対音とほぼ同じ。
39．沙是那にｌｎａ］←→［Jina］
日葡辞書「砂suna｣。沖縄語辞典（712）「砂qina」（§i＝si←su)。琉球方言辞典
（287）「砂Jina」（Ji←si)。
40．灰活介立［huokoli］←→［①ｏｋｏｒｉ］
日葡辞書「挨focori」（f＝①ｃ＝k)。沖縄語辞典（218）「俟hukui」（hu＝①ｕ
ｉ←ri)。浦添・小湾方言辞典（244）「挨①ukui｣。
41．橋机只［pat6l］←→［ｐａＪｉ］
おもろきうし「橋はし｣。沖縄語辞典（760）「橋hasi」（ha←①a←ｐａｓｉ＝Ji)。
対音字「机」から見ると、古音ｐ未だ保留している。
42．噂亜及亦石［iakiit6l］←→［ｉａｋｉｉＪｉ］
広辞苑「焼石やきいし」（ｉａｋｉｉＪｉ)。
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43.瓦喧珪疎Ｉ［k'ａｕａｌａ］←→［ｋａｕａｒａ］
日葡辞書「瓦cauara」（c＝k)。沖縄語辞典（662）「互kaara」（二つめのａ←
ｕａ)。
44．岸倭聴［uok'a］←→［ｕｏｋａ］
岸、川の反対、陸地。おもろきうし「陸おか｣。日葡辞書「陸voca」（v＝u、ｃ
＝k)。
45．嶺密ｂ［mimiE］←→［mｉｎ(､)e］
おもろきうし「嶺みね｣。日葡辞書「嶺mine｣。第38と同じに、「Ｕ」は「ね」
の変化音ｍｅ（め）と対応する。
46．遠乞加撒［t'osa］←→［to:sa］
おもろきうし「遠きとうざ｣。日葡辞書「遠きtouosa｣。沖縄語辞典（740）「遠
いtuusaN」（二番めのｕ←ｕｏｔｕ←ｔｏａＮ＝７ａＮ形容詞終止形。
対音字「加」（ka）は次の「近集加撒」の影響で竃入した桁字と思う。「日本館
訳語」も「遠官撒｣。
47．近集加撒［tsikiasa］←→［tJikasa」
おもろきうし「近きちかさ｣。琉歌全集（341）「近いchikasa」（ch＝tJ)。
48．長那聴失［ｎａｋ'a6ll］←→［na9aJi］
日葡辞書「長いna9ai｣。形容詞古代終止形はし（Ji）である。
49．短密失那失［mi6llna6ll］←→［mi5ikaJi］
日葡辞書「短いmijicai」０＝５，ｃ＝k)、古終止形はし（Ji）である。
那（､a）はｋａと対応し、第36第一音節と同じである。
50．前馬也［mais］←→［maie］
原本と他本に「也」は「ロ」とあり、台湾本の妾註によって訂正した。
日葡辞書「前maye」（y＝i)。沖縄語辞典（785）「前ｍｅe」（mee＝ｍｅ:←mai←
maye)。
51．後烏失禄「ｕ６ｌｌｌｕ］←-つ［uJiru］
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日葡辞書「後vxiro」（v＝ｕｘ＝J)。琉歌全集（314）・琉球戯曲集（84）「後
ushiru」（sh＝Ｊｒｕ←ro)。
52．左分達里［fuentali］←→［①ｗｉｎｄａｒｉ］
日葡辞書「左fidari」（f＝の)。沖縄語辞典（768）「左hwizai」（h＝のｚａ＝
d5ia←ｄａｉ←ri)。
第二音節燭子音。－の影響で、第一音節の音尾に添音－，がある。
53．右民及立［minkili］←→［mingiri］
沖縄語辞典（790）「右niziri」（､i←ｍｉｚ＝d5←9)。図説琉球語辞典（213）「右
ミジリmid3iri」（d5i←gi)。オキナワ語小辞典（86）「右ミギリ」（ギーgi)。
54．上烏也［uiE］←→［uie］
原本と他本に「也」は「巳」とあって形近誤字として訂正した。稲葉本に「烏」は
「鳥」（誤字）とある。
日葡辞書「上vye」（uie)。沖縄語辞典「上？wii」（7Ｗ←ｕｉｉ←ie)。
55.下世莫［s1muo］←→［Jimo］
他本に「世」が「失」（Ji）とある。
おもろさうし辞典「下しも｣。沖縄語辞典（700）「下simu」（si＝Ji、ｍｕ←､o)。
56．東加尼［kiahi］←→［?a:ｒ(､)i］
沖縄語辞典（766）「東？a9ari｣。図説琉球語辞典（201）「東？a:ri」（:＝a←ga、
語中の９が脱落する)。対音字「尼」から見ると、ｒが、になる可能性もある（『琉球
方言音韻の研究』p401に参照)。
57．西尼失［ni6l］←→［niJi］
おもろきうし「西にし｣。図説琉球語辞典（203）・琉球方言辞典（395）「西
niJi｣。
58．南米南米［minanmi］←→［minammi］
日葡辞書・琉球戯曲集（103）「南minami｣。第三音節子音、‐の影響で第二音節
が添音一ｍがある。
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59．北乞大［k'ita］←→［kita］
おもろさうし「北きた｣。日葡辞書「北qita」（q＝k)。図説琉球語辞典（207）
「北kita｣。
60．路近密集奴集加撒［mitsinutsikiasa］←→［mitJinutJikasa］
阿波国本「密」は「蜜」（､i）とある。
密集（道）．奴（の）．集加撒（近き）はそれぞれ第３３．１７．４７と同じである。
61．路遠密集奴直加撒［mitsinutosa］←→［mitJinuto:sa］
阿波国本「密」は「蜜」（mi）とある。
密集（道）．奴（の）・亡加撒（遠さ）はそれぞれ第３３．１７．４８と同じである。
62．山水亜馬奴民足［ｉａｍａｎｕｍｉｎｔｓｕ］←→［ｉａｍａｎｕｍｉｎｄｚｕ］
亜馬（山）・奴（の）・民足（水）はそれぞれ第30.31と同じである。
63．水路民足密集［mintsumitsi］←→［mｉｎ
阿波国本・稲葉本「密」は「蜜」（､i）
民足（水）・密集（道）はそれぞれ第3１
dzumitJi］
とある。
･３３と同じである。
三、時令門
65．春法禄［falu］←→［①aru］
おもろきうし「春はる｣。日葡辞書・語音翻訳（82）「春faru」（f＝①)。沖縄
語辞典（765）「春haru」（h←の)。
66．夏那都［natu］←→［natu］
おもろきうし「夏なつ｣。語音翻訳（82）「夏natsml･沖縄語辞典（748）「夏
naCi」（Ci＝tsi←tsu←tu)。対音字「都」から見ると第二音節子音は「t」を保留して
いる。
67．秋阿及［aki］←→［ａｋｉ］
語音翻訳（82）「秋aki｣。沖縄語辞典（617）「秋？aci」（?a←ａｃ＝tJ←k)。
68．冬福由［fuieu］←→［①uiu］
原本と他本全て「冬由福」とあって、日本館訳語「冬福由」によって訂正した。
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おもろさうし「冬ふゆ｣。語音翻訳（83）・日葡辞書・琉歌全集（357）・琉球戯
曲集（166）「冬fuyu」（f＝の)。沖縄語辞典（778）「冬huju」（hu＝①u)。
69．冷必亜撒［piiasa］←-つ［piiasa］
日葡辞書「冷言fiyasa」（f＝①)。対音字「必」から見ると①が未だｐと読む。
70．熱騰子撒［k'ａｔｓｌｓａ］←→Patsmsa］
日葡辞書「熱きａｔＣｕｓａ」（tC＝ts)。沖縄語辞典（620）「熱い７aCisaN」（?a←ａ
Ｃｉ←tsIu-tsu、ａＮ形容詞終止形)。対音字「子」の母音I（前舌非円唇狭母音）は、
（奥舌非円唇狭母音）に最も近い。
71．寒必角禄撒［pikiolusa］←→［pikiorusa］
琉歌全集（343）「冷し、fijurusa」（f＝①ｊｕ＝d5iu)。沖縄語辞典（735）「冷い
hwizurusaN」（h＝の、ｚｕ＝d5iu、ａＮ形容詞終止形)。「角」の発音から見るとｄ５ｉｕ
はgioからgiuを経て変化してきた音だと考えられる｡第一音節の子音は①でなく、
ｐと読むはずである。
72．暑奴禄撒［nulusa］←-＋［ｎｕｒｕｓａ］
日葡辞書「温苔nurusa｣。沖縄語辞典（754）「ぬるいnurusaN」（aN、形容詞終
止形)。
73．陰枯木的［ｋｕｍｕｔｉ］←→［ｋｕｍｕｔｉ］
第17枯木的（陰）と同じである。
74．陽法立的［fariti］←→［のariti］
陽、陰の反対、太陽ある、晴れる。第18法立的（晴）と同じである。
75．昼必禄［pilu］←→［piru］
第２と同じである。
76．夜由禄［i9ulu］←→［ｉｕｒｕ］
おもろきうし「夜よる｣。語音翻訳（81）・琉歌全集（367）・琉球戯曲集（95）
「夜yuru｣。沖縄語辞典（808）「夜′juru」（'j＝y)。
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77．早速多［sutuo］←→［suto］
語音翻訳（80）「清早stomiti｣。沖縄語辞典（618）「朝sutumiti」(tu←to)、又
（498）「『つとめて』に対応する。sutimitiともいう｣。「速多」は前の二音節に対音
し、mitiの対音はしていない。
78．晩約姑立的［iokuliti］←→［iokuriti］
約姑立的は「夜昏れて」の音記。
日葡辞書（806）「夜ｙｏ｣。沖縄語辞典（806）「夜’juu」（'juu＝iu:←io)。琉歌全
集（327）「夕暮kuriti｣。琉球戯曲集（53）「暮れてkuriti｣。
79.時吐及［t'ｕｋｉ］←→［ｔｕｋｉ］
おもろきうし「時とき｣。琉歌全集（345）・琉球戯曲集（55）「時tuchi」（ch＝
ｔＪ←k)。沖縄語辞典（741）「時tuci」（c＝tJ←k)。
80．気亦及［iki］←→［iki］
おもろさうし「息いき｣。日葡辞書「息iqi」（q＝k)。沖縄語辞典（626）「息
？iici」（?ii＝?i:←i、ｃ＝tJ←k)。
81.年多失［ｔｕｏ６'1J←→［toJi］
おもろきうし「年とし｣。沖縄語辞典（742）「年tusi」（tu←to、ｓｉ＝Ji)。
82.節些姑尼集［sikunitsi］←-つ［se7kunitJi］
広辞苑「節句、節供せつ〈」（se？ｋu)、「日にち」（nitJi)。沖縄語辞典（715）
「節供siqku」（siq＝Ji7←se7)、（752）「日nici」（ci＝tJi)。
83．今年十多失［kotuo§'1］←→［kotoJi］
おもろきうし「今年ことし｣。沖縄語辞典（684）「今年kutusi」（ku←ｋｏｔｕ←
ｔｏｓｉ＝Ji)。
84．明年苗年［miauniEn］←→［miaunen］
日葡辞書「明年mi6nen（ミヤウネン)」（mi6←miau)。ａｕの発音は第37に参照す
る。
85．今日交畦［kiauua］←→［kio:ｕａ］
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第15と同じである。
86．明日阿者［at6E］←→［atJia］
第21と同じである。
87．昨日乞奴［k'ｉｎu］←-．［kinu:］
第22と同じである。
88．早起速多密的［sutomiti］←→［sutomiti］
阿波国本、稲葉本「密」は「蜜」（､i）とある。
第77の解読文に参考する。
89．正月焼珪的にａｕｕａｔｉ］←→［Jiau9uat］
日葡辞書「正月x69uat」（x6＝Jio:←Jiau、ｔはｔｕの弱化音)。沖縄語辞典（703）
「正月sjoo9wa9i」（sjoo＝Jio:←Jiau、９i＝tsi←tsu←tu)。
90．二月寧珪的［niOuati］←→［niU9uat］
日葡辞書「二月niguat｣、第二音節燭子音９－の影響で、第一音節の音尾に添音一Ｕ
がある。沖縄語辞典（751）「二月niN9wa9i」（N＝０，９i＝tsi←tsu←tu)。
91．三月散畦的［sanuati］←-．［san9uat］
原本と他本に「散」は「撒」（sa）とあって、日本館語訳「三月散畦的」によっ
て訂正した。
日葡辞書「三月san9uat｣。沖縄語辞典（693）「三月saN9wa9i」（9i＝tsi←tsu←
ｔｕ)。
92．四月升珪的［§aDuati］←→［JiO9uat］
日葡辞書「四月xi9uat」（x＝J)。琉球方言辞典（407）「四月JiU9watJi｣、沖縄
語辞典（695）「四月siNgwaCi」（siN＝JiU9i＝tJi←tsi←tsu←tu)。
93．五月悪珪的［ouati］←-＋［ｇｏ９ｕａｔ］
日葡辞書「五月909uat｣･沖縄語辞典（681）「五月９u9waCi」（9u←９０９i＝tsi
←tsu･-tu)。
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94．六月禄姑珪的［ｌｕｋｕｕａｔｉ］←→［ｒｕｋｕ９ｕａｔ］
沖縄語辞典（813）「六月ruku9wa9i」（9i＝tsi←tsu←tu)。
95．七月是止珪的［§lt6uluati］←→［JitJi9uat］
日葡辞書「七月xichi9uat」（ｘ＝Ｊ、ｃｈ＝tJ)。沖縄語辞典（697）「七月
sici9wa9i」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJiCi＝tsi←tsu←tu)。
96．八月法只珪的［fat61uati］←→［①atJi9uat］
日葡辞書「八月fachi9uachi」（f＝のｃｈ＝tl、末音節chi＝tJi←tsi←tsu←tu)。沖
縄語辞典（761）「八月haci9wa9i」（h←①、ｃ＝ｔＪ９ｉ＝tsi←tsu←tu)。
97．九月姑珪的［ｋｕｕａｔｉ］←→［ｋｕ９ｕａｔ］
沖縄語辞典（672）「九月ku9wa9i」（Ci＝tsi←tsu←tu)。
98.＋月柔珪的［牢uuati］←→［5iu:９uat］
日葡辞書「十月jti9uat（ジユウグワツ)」（jti＝Siu:←Siou)。沖縄語辞典（701）
「十月zuu9waCi」（zuu＝5(dS)iu：Ｃｉ＝tsi←tsu･-tu)。
99．十一月失木多及［§rlmutuoki］←→［Ｊｉｍｕｔｕｋｉ］
他本に「多」は「都」（tu）とあって、琉球音と合う。
日葡辞書「霜月ximotCuqi」（x＝Ｊｔ９ｕ＝tsu←tu、ｑ＝k)。沖縄語辞典（701）「霜
月simu9ici」（si＝Ji、ｍｕ←motsi←tsu←ｔｕｃｉ＝tJi＝ki)。
100．十二月失珪思［§'ｌｕａｓｌルー→［Ｊｉｕａｓｍ］
日葡辞書「師走xiuasu」（x＝J)。沖縄語辞典（708）「師走siwaasi」（si＝Ji
waa＝ua:←ua、ｓｉ＝Ji←si←Ｓｍ･-su)。「恩」の母音にあうのはｕとｉの中間変化音uI
である。
101．閏月烏奴烏多及［ｕｎｕｕｔｏｋｉ］←→［ｕｒｕ:ｄｕｋｉ］
他本に「多」は「都」（tu）とあって、琉球音と合う。以下の102-104も同じよう
である。稲葉本に語頭の「烏」は「鳥」にし、誤字である。以下の102-104も同じに
間違っている。
日葡辞書「閏ｖｒＵ（ウルウ)」（uru:)。沖縄語辞典（637）「閏月７urugici」（？u←
ｕ、ｒｕ←ru:、？i＝dzi←dzu←du、ｃｉ＝tJi←ki)。対音字「多、都」から見ると、ｄの発
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音が未だしている。又「奴」から見ると、ｒが、になる可能性もある。以下の102-
104も同様である。
102．今年閏月十多失烏奴烏多及［ｋｏｔｕｏ６ｌｕｒｕｕｔｕｏｋｉ］←→［kotoJiuru:ｄｕｋｉ］
十多失（今年)、烏奴烏多及（閏月）はそれぞれ第83,101と同じである。
103．今年閏三月十多失烏奴烏多及散珪的［kotuo6'ｌｕｎｕｕｔｕｏｋｉｓａｎｕａｔｉ］←→［koto
Jiuru:ｄｕｋｉｓａｎ９ｕａｔ］
十多失（今年)、烏奴烏多及（閏月)、散畦的（三月）はそれぞれ第84.101.98と
同じである。
104．明年閏十月苗年烏奴烏多及柔畦的［ｍｉａｕｎｉｅｎｕｎｕｕｔｕｏｋｉ牢ｕｕａｔｉ］←→［miau
nenuru:ｄｕｋｉ５ｉｕ:guat］
苗年（明年）・烏奴烏多及（閏月）・柔畦的（十月）はそれぞれ第84.101.98と同
じである。
四、花木門
105．茶孔［t6a］←→［tJia］
稲葉本に「孔」は「札」（tJia）で、台湾本に「茶」は「茶」とある。
語音翻訳（102）「茶ｃｈ'a」（t｢ia)。日葡辞書・琉歌全集（341）・琉球戯曲集
（102）「茶cha」（cha＝tJia)。沖縄語辞典（729）「茶Caa」（Caa＝tJia:←tJia)。
106．花法那［fana］←→［①ａｎａ］
おもろさうし「花はな｣。語音翻訳（119）・日葡辞書「花fana」（f＝の)。沖縄
語辞典（762）「花hana」（h＝の)。
107．米姑米［ｋｕｍｉ］←→［ｋｕｍｉ］
おもろきうし「米こめ｣。琉歌全集（330）・琉球戯曲集（202）・沖縄語辞典
（686）「米kumi」（ku←ko、ｍｉ←me)。
108．樹那及［ｎａｋｉ］←→［ｎａｉｋｉ］
広辞苑「生木なりき」（ｎａｒｉｋｉ)。琉歌全集（348）「果樹ｎａｉｋｉ」（i←ri)。沖
縄語辞典（405）「実、果実nai｣。琉球館語訳は第二音節ｉを音記していない。
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109．果烏也［ｕｍｉＥ］←→［ｕｍｅ］
阿波国本・稲葉本に「果」は「菓」とある。
果、中国語に果樹の実の意味。ここは特に梅を指すのを考えられる。日葡辞書「梅
vme｣。沖縄語辞典（636）「梅？Nmi」（７N←u、ｍｉ←me)。
110．松馬足［matsu］←→［matsu］
おもろさうし「松まつ｣。日葡辞書「松matCu」（tC＝ts)。沖縄語辞典（787）
「松maaCi」（aa＝a:←ａ９ｉ＝tsi←tsu)。
111．柏馬足那及［matsunoki］←→［matsunoki］
柏、本来はコノテ柏の意で、ここは「松の木」になっている。日葡辞書「松の木
matCunoqi」（t9＝ｔｓｑ＝k)。
112．梅烏Ｕ［ｕｍｉ］←→［ｕｍｅ］
第109と同じである。
113．等達及［taki］←→［taki］
筆、竹の子で、ここは「竹」で音記している。おもろきうし「竹たけ｣。琉球戯
曲集（310）・琉歌全集（339）「竹taki」（ki←ke)。沖縄語辞典（723）「竹daki」
（｡a←ta、ｉ←e)。
114．竹達及［taki］←→［ｔａｋｉ］
第113と同じである。
115．草姑撒［kusa］←→［kusa］
おもろさうし「草くさ｣。琉歌全集（337）・琉球戯曲集（38）・沖縄語辞典（672）
「草kusa｣。
116．棗那多Ｕ［natuomiE］←→［ｎａｔｕｍｅ］
他本に「多」が「都」（tu）とあり、琉球音と合う。
日葡辞書「棗natCume｣。対音字「多」から見ると第二音節子音はまだｔを保留し
ている。
117．菜菜［ts'ai］←→［Sai］
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日葡辞書「菜Sai｣。沖縄語辞典（688）「菜see」（ﾐee＝se:←Sai)。
118．瓜烏立［uli］←-＋［ｕｒｉ］
日葡辞書「瓜vri｣。沖縄語辞典（637）「瓜？ui」（?u←ｕｉ←ri)。
119．葉尼［､i］
「尼」は
（ni←､e)。
←→［､i］
｢葉」の発音ではなく、「根」の音記である。琉歌全集（349）「根ｎｉ」
沖縄語辞典（754）「根nii」（ii＝i:←e)。
120．香稿［kau］←→［kau］
台湾本に「稿」は「槁」とある。
日葡辞書「香（カウ）ｃ６」（c6＝ko:←kau)。沖縄語辞典（716）「線香koo」（ＣＯ
＝o:←au)。
121．蓮蓬花孫奴殻［ｈｕａｓｕｎｎｕｋｏ］←→［ｈａｓｕｎｎｕｋｏ］
「蓮の子」と音記している。琉歌全集（351）「蓮hasi」（h＝①ｓｉ←su)。奴、
属格助辞「の｣、、ｕと読む。日葡辞書「子ＣＯ」（c＝k)。
第三音節、－の影響で、第二音節の音尾に添音－，が有る。
122．蓮子花孫奴米［ｈｕａｓｕｎｎｕｍｉ］←→［ｈａｓｕｎｎｕｍｉ］
「花孫奴」（蓮の）は第121と同じである。琉歌全集（360）「実ｍｉ｣。沖縄語辞典
（789）「実mii」（ii＝i:←i)。
123．蓮花花孫奴法那［huasunnufana］←→［ｈａｐｕｎｎｕのａｎａ］
花孫奴（蓮の)、法那（花）はそれぞれ第122.103と同じである。
124．龍眼隆眼［liuOian］←→［riu:Ｄ９ａｎ］
広辞苑「龍眼りゅうがん」（riu9an)。第二音節９￣の影響で、第一音節音尾に添
音－０がある。
125．蒻枝立是［li6l］←→［ri:Ｊｉ］
台湾本に「是」は間違って「足」とある。
広辞苑「蒻枝れいし」（re:Ｊｉ)。沖縄語辞典（812）「蒻枝riici」（rii＝ri:←rei
ci＝tJi、「tJi」の発音は中国語の「枝」（tJi）そのまま取り入れたものと考えられる)。
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126．甘薦翁及［ｕＵｋｉ］←→［ｕ９９ｉ］
日葡辞書「荻vo9ui」（ｕｏ９ｉ)。沖縄語辞典（692）「砂糖黍uuzi」（uu＝u：ｚｉ＝
d5i←9i)。第二音節濁子音9-の影響で第一音節の音尾に添音-0がある。
127．胡椒姑焼ku6au］←→［kuJio:］
台湾本・阿波国本に「胡」は「楜」とある。
日葡辞書「胡椒cox6」（c＝ｋｘ６＝Jio:)。語音翻訳（101）「胡椒ｋ'ushu」（shu
＝Jiu←Jio:←Jiou)。
128．木香南木稿［ｎａｎｍｕｋａｕ］←→［nanmu7kau］
（学研）漢和大字典「楠なん」（､an)。日葡辞書「木香mocc6」（moc＝ｍｏ?、ｃ６
＝kc:←kau)。沖縄語辞典（389）「木綿」の木は「mu」（←mo）と読む。
129．蘇木思珪［ｓｌｕａ］←-つ［sIuuau］
日葡辞書「蘇芳（スワウ）suu6」（u6＝uo:←uau)。
130．連香申自密稿［sentslmikau］←→［Jindzmmikau］
阿波国本・稲葉本に「密」が「蜜」（mi）とある。
連香は音記によると即ち沈（しづむ）香である。日葡辞書「沈みxizzumi」（x＝Ｊ
ｚｚｕ＝dzu)。沖縄語辞典（696）「沈むsiPinuN」（si＝Jipi←dzi←dzm←dzunu←ｍｕ
ｕＮ、動詞終止形)。第二音節の濁子音dz-の影響で第一音節の音尾に添音－，がある。
稿（香）は第124と同じである。
131.丁香朝失［ｔ６ａｕ６ｌ］←→［tJiau5i］
原本に「朝」は誤字「胡」とあって、他本によって訂正した。
日葡辞書「丁子（チヤウジ）ch6ji」（ch6＝tJio:←tJiau、ｊ＝5)。
132．沈香定稿［tiUkau］←→［dinkau］
日葡辞書「沈香（ヂンカウ）９inc6」（9i＝d5in←dinc6＝ko:←kau)。対音字「定」
から見ると第一音節子音はまだ古音。となっている。
133．檀香別姑旦稿［piskutankau］←→［ｂｉａｋｕｄａｎｋａｕ］
原本「稿」の所に「結」とあって、他本によって訂正した。
日葡辞書「白檀biacudan」（c＝k)。琉球戯曲集（202）「柏檀byakudan｣。稿
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(香）は第120と同じである。
134．乳香由稿［ieukau］←→［niu:kau］
「乳」の音読はniu:で「由」の発音ieuと対応することによれば、子音、－が合わ
ない。稿（香）は第120と同じである。
135．血蜴糟奴結［tsaunukie］←→［ｄｚａｕｎｕｋｅ７］
他本に蜴、奴は結、那（､a）とある。
「糟奴結」は「象の血」の音記である。日葡辞書「象ｚ６」（dzo:←dzau)。語音翻
訳（122）「象dz6＝dzo-dzau)。奴（､u)、属格助詞「の」である゜日葡辞書
（490）「血流｣、「血液」などの「血」はqet（ke7）と発音する。
136．咳兒茶烏定尼［ｕｔｉＵｎｉ］←→［ｕｔｉｎｎｉ］
他本に「咳」は「該」とある。
咳兒茶はまた阿仙薬・黒兒茶・烏参泥・烏丁尼・烏皇泥とも呼ぶ。東インド・マ
レー半島・インドネシア諸島に産する植物からとった褐色・暗褐色塊状の薬材で収欽
剤・止血薬・染料などに用いる。この言葉は現代に使われていない。烏定尼は音訳詞
の烏釜泥（utieni）・烏丁尼［ｕｔｉＯｎｉ］・烏皇泥（uluini）の発音とほぼ同じある
いは近い。琉球王国時代、琉球はおそらく「烏定尼」（うでインに）と発音した。
「烏参泥」の音訳から見ると、「烏定尼」の第二音節の音尾は後ろの、－の影響で添
音－，が有るはずである。
137．奇南香加那木稿［ｋｉａｎａｍｕｋａｕ］←→［ｋｉａｒａｍｕｋａｕ］
原本には「那」が「奴」とあって、他本によって訂正した。
奇南香は伽羅のこと、沈香の中で香が特に優れたもの。奇南は奇楠、迦南、伽南と
も書く。国語大辞典「伽羅きやら」（kiara)。第二音節の子音ｒは、と対応し、琉
球にkianaと読む可能性も有る（『琉球方言音韻の研究』ｐ401「ｒが、になる」に参
照)。
木稿（木香）は第128と同じである。
＜謝辞＞
本稿の作成にあたり、比嘉実所長から貴重なご意見を戴いた。ここに記して感謝の
意を表したい。
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